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1 緒言  

アルコールは食品、飲料だけではな

く医薬品や化粧品、溶剤としてなど幅

広い分野で使用されている。アルコー

ルは多くの利用者に安定かつ安価に供

給するためにアルコール専売制度によ

って国で管理されていた。しかし新た

にアルコール事業法が施行され平成

18 年度から工業用アルコールの市場

が自由化されることでこれまで専売事

業として国の管理化にあったが民間企

業の参入も自由になった。そこで現行

法のアルコール精製プロセスに対して                                

省エネルギーの観点からの見直しが進

み新しい精製プロセスが検討さている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エタノールの製造法は発酵法とエチ

レンを原料とする合成法の 2 つの方法

で行われている。しかしいずれの方法

においても高純度エタノールを製造す

るためには脱水プロセスが重要となる。  

エタノールと水は共沸混合物を形成す

るために通常の蒸留操作では、分離が

困難であり高純度のアルコールを生成

するには共沸蒸留や抽出蒸留などを行

う必要ある。本研究で提案するエタノ

ール省エネルギー型脱水プロセスは、

エタノール水溶液にエントレーナとし

てプロピレングリコール (PG)を加え第

１塔で抽出蒸留を行う方法である。こ

の方法は２本の蒸留搭を用いるもので

あり、第１塔でエタノール水溶液に PG

をエントレーナとして加え塔頂から純

エタノールを取り出す。次に缶出液で

ある水+PG 混合物を第２塔で分離し、

PG を回収、リサイクルする。このプロ

セスではエタノール、水、PG から成る

２成分および３成分系気液平衡データ

が必要不可欠であり本研究ではこれら

について測定するものである。  

2 実験方法および測定方法  

測定に用いた気液平衡測定装置を図１

に示す。本装置は本研究室で開発した

ものであり、パイレックスガラス製循  

環型気液平衡蒸留器である。実験操作  
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図 .1 気相液相循環型気液平衡測定装置
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B :  Cottrel l  pump 
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backward flow of mixing 
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K :  Drain valve 



は、蒸留器に混合試料を仕込み Boiling 

flask で加熱沸騰させる。加熱された試

料は Cottrel pump を上昇し Equilibrium 

chamber 内にフラッシュされ、ここで

液相と気相に分離される。液相は気相

液相混合部へ、気相はコンデンサー内

に入り冷却され液化凝縮し気相サンプ

リング部を経由して気相液相混合部に

入る。ここで再び気相と液相が混合さ

れ Boiling flask に戻る。この流れを繰

り返すことによって平衡状態に達する。

温度測定にはあらかじめ検定済みの

ASL 社製高精度白金温度計 F250 を用

い、測定温度精度は±0.05K 以内で行

った。組成分析には検出器 FID を備え

た HP 社製ガスクロマトグラフ HP6890

を用い、カラムには HP-FFAP を用いた。 

3 結果および考察  

図２にエタノール+水系の 101.3 kPa

における気液平衡データを示す。  

気 液 平 衡 デ ー タ の 評 価 に は Van 

Ness
2)らが提案したポイントテストお

よび Herington
3)によって提案された面

積テストを用いた。その結果エタノー

ル +水系の実測した気液平衡データは

良好であり、熱力学的に健全であると

評価された。  

今後の予定としてはエタノール +プ

ロピレングリコール系およびエタノー

ル+水系の 101.3 kPa における気液平衡

測定を行う。  
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図 2.Vapor-Liquid Equilibrium for the 

    Ethanol+Water system at 101.3 kPa 
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